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メンバー
<6価クロム生成と耐食性への配合の影響>

委託研究
<クロム系セラミックスの作成と特性>

メンバー 委託研究

ボタン法侵食試験

侵食試験後切断面写真 6価クロム生成量調査結果
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・6価クロム生成量はクロム比率に関係
・添加剤０％の方が6価クロム少量

耐食性に起因すると考えられるが相関なし

・スラグとの反応層10〜20μm程度
・酸化層も10〜20μm程度

・高温構造材料として有望
・安価な製造方法の開発が課題
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